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別紙－１ 

F-ROM(フラッシュROM)の用途、使用方法について 
(８/１７ヒアリングコメント回答No.2) 

 

１．フラッシュメモリ 

論理演算機能は、安全保護系計器ラック（以下、「計器ラック」という。）のＣＰＵカード内蔵のフラ

ッシュメモリ（以下、「Ｆ－ＲＯＭ」という。）に保存されている。 
Ｆ－ＲＯＭは、不揮発性メモリであるリードオンリーメモリ（以下、「ＲＯＭ」という。）の１種であ

るが、データの書き換えができるＲＯＭである。 
 

１．１．ソフトウェア変更について 

ソフトウェア変更は、ソフトウェアを変更するツールを用いて工場や現地にて作成したソフトウェア

を計器ラックにダウンロードすることにより、Ｆ－ＲＯＭのデータが書き換わる。なお、ダウンロード

後にソフトウェアの変更を有効化するためには、ＣＰＵを再起動する必要がある。 
また、不用意な書き換えを防止するため、計器ラック内に設けられているハードウェアスイッチ（接

続許可スイッチ、書き込み許可スイッチ）による操作※および専用ツールログイン時のパスワード管理

によるセキュリティ機能を持たせた運用としている。 
 
※操作時には中央制御室へ警報が発信する仕様となっている。 

 

１．２．フラッシュメモリに関する自己診断機能について 

フラッシュメモリに関する自己診断機能について、以下に例を示す。 
 
ＲＯＭガードエラー： 

通常Ｆ－ＲＯＭはＲＯＭであるため、ソフトウェアがＲＯＭ領域に対して書き換えを行うことはな

く、本診断によりＲＯＭ領域への書き換えを検知することでハードウェアまたはソフトウェアの誤

動作を検出することができる。 
 
Ｆ－ＲＯＭ書き換えエラー： 

Ｆ－ＲＯＭ内容書き換え時に、規定時間待ってもＦ－ＲＯＭ内容が書き込んだ内容と一致しないこ

とを検知し、フラッシュメモリ素子の健全性を確認している。 
 
誤り検出コード： 

データ通信またはメモリ(ＲＯＭ)のデータチェックにおいて、データをある数字で割った余りを誤り検

出コードとして生成し、その変化の有無を監視し、データの異常を検知する。データ通信については、

第1図に示すように送信側にてデータ毎に誤り検出コードを付加して送信し、受信側において生成した

検出コードと比較する。 

 

 

以上 

 



 

別紙－２ 

初期故障、経年劣化故障および偶発故障への対応について 
(８/１７ヒアリングコメント回答No.6) 

 

故障への対応 

故障には、故障率曲線（バスタブ曲線）によると初期故障、経年劣化による故障、偶発故障に区分す

ることができる。計器ラックにおける各々の故障への対応を以下に示す。 
 
 
初期故障への対応としては、製品出荷までにエージング（２０００時間）を実施し、初期故障をなく

すこととしている。 
 
経年劣化による故障への対応としては、保安規定の施設管理に基づき、運転経験、使用環境、劣化故

障モード等を考慮した保全計画を策定し、盤点検（電源電圧測定、演算周期測定等）や部品取替を行う

こととしている。 

使用部品および機器は可能な限り長寿命（定期取替が不要）であるものを使用しているが、供用期間

中において経年劣化による故障が想定される部品（電源ユニット、ファンユニット用ヒューズ等）につ

いては、予防保全（時間基準保全）にて定期取替を行うことで経年劣化による故障への対応を行ってい

る。 

 

保全計画において部品取替を行うこととした部品の偶発故障への対応として、自己診断機能を設け、電

源、ファンユニット等の異常が発生した際には中央制御室へ警報を発信する設計としている。また、警報

発信後は、速やかに予備品への取替を行い復旧することとしている。 

 

 

 以上 



別紙－３ 

 
安全保護系ロジック盤取替における論理回路が「動作可能であること」の確認行為について 

 
 
〇「サーベイランス」については、保安規定第 86 条にて「運転上の制限を満足していることの確認事項」

としている。 

 

 

 

 

 

 

 
〇また、第 87 条第２項のとおり第２項で定める事項が実施されていない期間においても，「運転上の 
制限」を判断するとしている。 
この判断は、「サーベイランス」以外の日常管理（警報、パラメータ、運転状況等）などから総合的  
に判断することとしている。  

 

 

 

 

 

 

 
〇ロジック盤取替後の論理回路（論理演算機能および保障回路）における「動作可能であること」の確認
については以下のとおり。 
ロジック盤取替前にロジック盤が担っているパラメータに対する論理演算機能は、取替後は計器ラッ
クのソフトウェアに移設するとともに、取替後のロジック盤は新たに計器ラックのマイクロプロッセ
ッサ故障等による原子炉トリップしゃ断器の誤動作等を防ぐためのリレー回路（保障回路）を設置す
る。ロジック盤取替後は、論理演算機能をチャンネル、保障回路を系統と整理し、機能毎に確認を実施
する。 
・チャンネル（論理演算機能） 
 常時運転状態の回路であり、論理演算機能が動作可能であることを実動作により確認した時点から、
計器ラックの自己診断により、論理演算機能が動作可能であることが維持されていることを日常管
理で確認する。 

・系統（保障回路） 
待機状態にある回路であり、保障回路が動作可能であることを実動作により１ヵ月に１回のサーベ
イランスで確認する。 

 以上より、チャンネルは論理演算機能の確認を日常管理で、系統は保障回路の機能の確認を１ヵ月に
１回のサーベイランスで実施することにより、「動作可能であること」を確認し、保安規定第８６条第
１項および第８７条第２項の定めのとおり、「運転上の制限」に対して、適切に管理している。 
 
＜参考＞ 

運転機器のサーベイランスは、事故時に要求される系統構成や起動条件等を一定頻度で確認し、運 
転状態に問題がないことは日常管理として確認している。（運転状態を確認するサーベイランスを規 
定していない。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

（運転上の制限の確認） 
第 86 条 各課長は，運転上の制限を満足していることを第３節第 19 条から第 85 条の２の第２項（以
下，各条において「この規定第２項」という。）で定める事項により確認する。なお，この確認は，
確認する機能が必要となる事故時等の条件で必要な性能が発揮できるかどうかを確認（以下「実条件
性能確認」という。）するために十分な方法（事故時等の条件を模擬できない場合等においては，実
条件性能確認に相当する方法であることを検証した代替の方法を含む。）により行う。 

（運転上の制限を満足しない場合） 
第 87 条 運転上の制限を満足しない場合とは，各課長が第３節第 19 条から第 85 条の２の第１項で
定める運転上の制限を満足していないと判断した場合をいう。なお，各課長は，この判断を速やかに
行う。 
２ 各課長は，この規定第２項で定める事項が実施されていない期間においても，運転上の制限に関
係する事象が発見された場合は，運転上の制限を満足しているかどうかの判断を速やかに行う。 

（原子炉補機冷却海水系） 
第 67 条 モード１，２，３および４において，原子炉補機冷却海水系は，表 67－１で定める事項
を運転上の制限とする。 
２ 原子炉補機冷却海水系が前項で定める運転上の制限を満足していることを確認するため，次の
各号を実施する。 
(1)  発電課長は，定期事業者検査時に，施錠等により固定されていない原子炉補機冷却海水系の  

流路中の弁が正しい位置にあることを確認する。 
(2) 発電課長は，定期事業者検査時に，海水ポンプが模擬信号により起動することを確認する。 
(3) 当直長は，モード１，２，３および４において，海水ポンプまたは原子炉補機冷却水冷却器 

の切替を行った場合，切替の際に操作した弁が正しい位置にあることを確認する。 




